
二
・
ー
コ
ラ
・
ー
ウ
ス
・
ク
サ
篭
ヌ
ス

服
　
部
　
英
　
弐
　
郎
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二
ー
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
は
中
世
ε
近
世
ε
の

境
界
に
立
っ
て
、
其
の
墜
の
面
を
新
奮
の
爾
時
代
に
向
け

る
ヤ
ー
ヌ
ス
的
思
想
ご
言
は
れ
る
。
其
は
、
彼
の
出
生
が

ル
ネ
ー
サ
ー
ソ
ス
の
世
紀
で
あ
る
カ
ト
ロ
チ
ェ
ン
ト
の
最

初
の
年
に
當
っ
て
居
る
か
ら
で
は
な
い
。
彼
の
哲
學
が
古

き
思
想
ご
新
し
き
精
紳
ε
の
融
合
で
あ
り
、
爾
時
代
の
諸

傾
向
の
統
一
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
其
の
故
に
、
彼
の
哲

學
に
は
、
蘇
る
意
味
に
嘗
て
中
世
哲
学
の
最
後
の
罷
系
が

又
他
の
意
昧
に
於
て
近
世
哲
學
の
最
初
の
騰
系
が
認
め
ら

れ
る
Q
全
中
世
を
動
か
し
て
居
た
ご
同
一
の
問
題
が
爾
ほ

彼
に
も
現
れ
て
居
る
。
彼
が
解
決
に
カ
を
恕
し
た
の
は
帥

の
世
界
に
甥
す
る
關
係
の
問
題
で
あ
る
。
併
し
其
は
や
が

て
蚕
然
新
な
問
題
の
提
出
に
導
く
。
「
自
然
ご
入
間
ご
は
見

　
　
　
　
ニ
ー
コ
ラ
蓄
ウ
ス
．
ク
サ
書
ヌ
ス

出
さ
れ
」
、
認
識
の
問
題
は
其
の
禮
系
の
要
鷹
こ
せ
ら
れ

る
。

　
督
ノ
＜
・
づ
、
ぎ
（
8
ぴ
簿
乱
㎏
O
霧
。
｝
凱
9
ε
（
♂
肖
き
一
一
2
§
曳
μ
出
g
o
℃
烹
ρ
冒
（
野

　
H
9
博
F
c
。
》
色
．
お
暗
。
り
●
含

　
晶
．
茜
、
国
く
§
ω
〔
⑦
〇
三
）
o
諮
ゴ
。
》
ピ
o
o
震
魯
託
Z
8
2
塁
島
⑦
Ω
お
自
。
●
同
0
8
●

　
］
》
・
ミ
O

　
併
し
此
の
如
き
こ
ご
は
容
易
に
成
し
挙
げ
ら
れ
だ
の
で

は
な
い
。
古
き
樺
威
の
崩
壊
ご
新
し
き
世
界
へ
の
鞍
向
の

時
代
に
於
て
は
、
ひ
ご
は
傳
統
を
固
執
し
な
が
ら
、
其
を

破
っ
て
生
れ
出
る
新
し
き
も
の
を
抑
戯
し
得
す
、
叉
意
識

的
に
新
し
き
も
の
に
向
ひ
な
が
ら
血
統
の
拘
束
を
免
れ
な

い
。
ス
コ
ラ
亡
霊
ご
神
秘
説
ご
に
育
ま
れ
、
毅
然
に
福
要

の
地
位
を
占
め
、
敢
理
の
忠
露
な
遵
奉
者
で
あ
り
な
が
ら

量
ざ
数
ご
を
高
調
す
る
近
世
の
数
學
的
自
然
科
学
の
精
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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哲
學
研
究
　
第
百
エ
ハ
十
・
論
ハ
號

は
明
か
に
現
れ
て
居
る
。
何
等
の
標
威
に
も
基
か
す
、
「
賢

者
の
書
で
は
な
く
し
て
、
紳
の
指
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
到
る

慮
に
存
す
る
書
を
黒
め
」
ご
言
ひ
な
が
ら
、
殺
理
は
少
く

ご
も
其
の
研
究
の
目
標
を
指
示
す
る
。
彼
の
哲
學
が
直
接

的
に
新
し
き
も
の
に
向
は
す
に
、
傳
統
的
な
る
も
の
に
於

て
墾
化
ε
饗
展
ご
を
経
験
し
て
、
始
め
て
新
し
き
考
へ
方

ご
問
題
の
提
出
ご
に
到
達
し
た
こ
ご
は
、
其
の
歴
史
的
地

位
か
ら
見
て
當
然
の
こ
ご
で
あ
る
。
中
遊
を
貫
く
憩
秘
中

義
の
系
統
の
後
衛
と
し
て
、
彼
の
由
來
を
尋
ね
る
ご
き
、

プ
ソ
イ
ド
｝
・
一
ア
イ
1
オ
ー
ニ
ュ
ー
シ
ウ
ス
、
　
ス
コ
ー
ト
ゥ

ス
。
エ
ソ
ゥ
ゲ
ー
ナ
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ド
等
が
見
出
　
さ
れ
る
、

そ
し
て
其
の
背
後
に
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
、
プ
買
置

テ
ィ
ザ
ノ
ス
の
姿
が
認
め
ら
れ
る
。
併
し
他
方
、
近
世
哲

學
の
先
駆
こ
し
て
、
彼
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
行
程
を
辿
る

ご
き
、
先
づ
ブ
ル
ー
ノ
、
そ
し
て
彼
を
通
じ
て
或
る
方
向

に
於
て
は
ラ
イ
プ
ニ
ツ
、
他
の
方
向
に
於
て
は
ス
ピ
ノ
ー

ザ
、
更
に
或
る
意
味
に
於
て
は
シ
ェ
ソ
ン
ク
ご
へ
ー
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

ご
が
見
出
さ
れ
る
。
實
際
近
世
手
製
は
、
二
ー
コ
ラ
ー
ウ

ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
の
思
辮
に
ご
つ
て
絡
極
を
な
す
思
想
を

出
登
購
ざ
し
て
、
其
を
多
紀
な
方
面
に
展
開
す
る
こ
ご
に

よ
っ
て
始
ま
る
の
で
あ
る
。
如
上
の
意
味
に
於
て
「
総
て

の
も
の
は
彼
に
於
て
古
く
、
而
か
も
古
き
も
の
は
新
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
こ
せ
ら
れ
て
居
る
」
ご
言
ふ
こ
ご
が
出
來
よ
う
。

　
∴
、
「
｝
み
」
埼
。
ぎ
7
客
く
・
ρ
n
μ
『
疑
魯
爵
ぎ
0
9
0
鴨
＝
o
蓉
戸
冠
。
窪
．
b
ご
。
写
伸
西
（
曜

　
畿
【
＝
．
峯
ミ
酵
寒
四
護
貯
（
一
寄
¢
o
零
M
膏
㌶
o
魁
。
門
弓
齪
断
｝
◎
8
託
す
お
o
O
¢
O

　
學
問
の
歴
史
は
節
し
も
新
思
想
の
創
始
者
に
公
正
で
は

な
い
○
ピ
ォ
ニ
；
ル
は
彼
に
縛
…
く
マ
イ
ス
プ
ル
の
背
後
に

珍
き
が
ち
で
あ
る
。
川
ネ
ー
テ
ー
ン
ス
の
先
頭
に
立
つ
我

が
思
想
家
も
、
後
世
の
記
憶
に
於
て
は
、
主
要
問
題
に
於

い
て
彼
の
弟
子
で
あ
る
後
懸
者
の
名
聾
に
よ
っ
て
光
を
失

っ
て
居
る
。
席
貝
際
｝
、
我
々
は
ジ
ヨ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ

に
就
い
て
寧
ろ
こ
ご
が
あ
ま
り
に
多
く
、
二
三
コ
ラ
ー
ウ

ス
・
ク
テ
ー
ヌ
ス
に
就
い
て
語
る
こ
ご
が
あ
ま
り
に
少

い
。
此
は
或
る
意
味
に
於
て
正
當
で
あ
り
、
他
の
意
味
に
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於
て
不
當
で
あ
る
。
併
し
今
は
此
の
如
き
こ
ご
を
論
議
す

べ
き
時
で
は
な
い
。
た
い
久
し
く
要
望
さ
れ
た
彼
の
完
全

な
全
集
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
っ
て
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
ハ
ザ
み

意
さ
れ
つ
、
あ
る
こ
ご
を
記
す
に
止
め
よ
う
。
そ
し
て
彼

の
時
代
に
酷
似
せ
る
諸
相
を
示
す
時
代
に
生
活
す
る
我
々

は
、
彼
か
ら
學
ぶ
所
が
あ
ら
う
。

　
、
叩
．
雪
b
J
餌
三
｝
ご
N
【
ヨ
副
O
o
伽
鋤
。
澤
三
。
。
血
諺
累
・
ρ
＜
一
〇
一
3
H
冒
岸
誘
。
酵
剛
2

　
h
紆
三
鴇
①
蕊
。
訂
殉
島
。
】
δ
国
旨
。
㎝
8
H
常
罫
○
り
o
N
§
o
腹
ρ
履
く
・
お
o
H

　
o
。
6
轟
。
。
ω

　
、
開
、
焼
し
彼
に
聡
す
ろ
丈
献
ば
決
し
て
僅
少
で
に
な
い
。
そ
し
て
其
に
大
樹

　
三
種
を
匿
瑚
す
る
こ
定
が
癬
來
る
。
（
一
）
紳
學
的
、
哲
學
的
關
心
に
よ
る

　
も
の
、
（
二
）
純
哲
學
史
的
研
究
、
（
三
）
彼
に
現
れ
六
三
學
的
自
然
科
學
の
精

　
紳
ミ
認
識
問
題
ビ
を
重
親
す
る
こ
ピ
に
よ
つ
て
、
逞
世
三
一
の
創
始
者
ミ

　
し
て
の
彼
の
地
位
を
確
立
し
よ
う
ビ
す
る
試
み
O
そ
し
て
北
ハ
が
コ
ー
ヘ
ン

　
の
學
派
に
起
つ
カ
の
は
當
然
で
あ
る
Q
コ
ー
ヘ
ン
に
如
上
の
側
厨
に
屡
々

　
言
及
し
て
居
る
。
カ
ツ
シ
イ
レ
ル
に
彼
の
大
碧
「
認
識
問
題
」
の
筆
な
ニ
ー

　
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
に
起
し
て
居
る
Q
彼
等
の
最
近
の
努
力
ば
、

　
団
．
O
島
ω
剛
お
び
目
銭
三
国
一
諺
F
潟
。
㎝
舅
8
一
コ
O
碧
℃
一
季
o
m
o
斜
陽
。
自
9

　
男
魯
9
置
ω
弩
o
o
H
O
い
N
及
び
］
－
●
蒙
戸
8
ポ
U
o
o
g
H
o
σ
。
同
μ
o
峯
曜
邑
⇔
．
U
写

　
日
ぽ
9
・
番
蜜
。
窪
乱
。
…
。
濫
蜜
客
。
・
お
ミ
等
に
見
ら
れ
る
Q

　
．
…
碁
静
彼
の
由
比
不
ほ
一
五
一
四
年
。
バ
リ
刊
一
行
定
一
五
山
ハ
五
年
バ
ー
セ
ル
謝
円
行

ニ
ー
コ
ラ
｝
ウ
ス
。
〃
サ
書
ヌ
ス

ぜ
の
二
顧
あ
る
の
み
。
号
し
二
三
の
著
作
の
湖
班
版
ば
現
れ
て
居
ろ
Q
弘
く

行
隔
れ
る
の
1
1
つ
＜
…
乱
g
び
毎
斜
い
。
ξ
げ
琴
ぴ
皿
母
Q
霧
。
謀
9
8
飢
。
門
コ
語
9

・・

B
℃
ぎ
．
o
亭
δ
〉
舞
同
。
銭
。
Q
b
ひ
。
。
参
照
）
、
ヴ
ヤ
シ
プ
ブ
（
岡
・
》
。
ω
O
ゴ
俘
門
℃
需
）

の
「
蜀
課
三
会
著
作
集
」
（
累
・
〈
・
○
‘
づ
N
三
回
［
固
σ
q
切
8
ω
。
ず
「
箒
。
剛
二
躍
匹
。
簿
ω
3
q

¢
σ
・
蓉
§
ゐ
」
。
。
曾
）
で
あ
る
。
併
し
遮
の
諜
書
ぽ
多
く
の
恣
意
的
な
省
略

ε
少
か
ら
ざ
ろ
誤
謁
の
カ
め
甚
だ
不
完
全
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
）

　
二
ー
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
は
一
四
〇
一
年
、
モ

；
ぜ
ル
河
絆
の
、
ト
ソ
ー
ル
か
ら
程
遠
か
ら
諏
小
邑
ク
エ

入．

ｮ
貧
し
い
舟
夫
の
舌
し
て
生
れ
た
・
既
に
幼
少
の

頃
か
ら
彼
の
中
に
萌
し
て
居
だ
よ
り
高
き
、
精
紳
的
な
生

活
に
野
す
る
憧
憬
は
、
郷
に
止
っ
て
家
業
を
縫
ぐ
こ
ご
を

許
さ
な
か
っ
た
。
幸
に
も
彼
は
ウ
ル
リ
2
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
マ

ン
デ
ル
シ
ヤ
イ
ト
ご
い
ふ
グ
ラ
ー
フ
に
非
凡
の
才
を
認
め

ら
れ
て
、
二
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
な
る
デ
ー
ヅ
ェ
ン
テ
ル
の
激

團
に
途
ら
れ
、
恥
掻
で
少
年
時
代
の
激
騰
を
受
け
る
二
ε

を
得
淀
。
此
の
毅
團
は
前
に
ト
ー
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ビ
ス
、

後
に
多
く
の
人
文
主
義
者
達
が
生
れ
出
π
所
で
あ
る
。
長

一
コ
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哲
學
研
究
　
　
第
百
山
ハ
十
六
號

じ
て
彼
は
諸
地
の
大
學
に
學
ん
だ
。
一
四
一
六
年
、
彼
の

名
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
身
の
名
㎝
溝
に
見
出
さ
れ
る
。
其

の
発
墨
達
か
ら
彼
は
オ
ッ
ヵ
ム
流
の
唯
名
論
の
影
響
を
受

け
π
ら
し
い
。
併
し
其
よ
り
も
彼
の
登
展
に
決
定
的
で
あ

っ
花
こ
ご
に
は
、
一
四
］
毎
年
彼
は
入
丈
主
義
的
澱
養
の

源
泉
伊
大
利
に
赴
き
、
パ
ー
ド
ウ
ァ
の
大
學
に
入
っ
た
。

此
の
大
學
は
、
常
時
猫
逸
の
諸
大
學
が
依
然
ス
コ
ラ
哲
學

の
束
縛
の
下
に
屏
息
し
て
居
た
の
に
反
し
て
近
代
的
人
交

主
義
的
精
帥
の
養
育
所
こ
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
彼
の
專

攻
は
法
學
で
あ
っ
だ
が
、
数
學
、
物
理
學
、
帥
學
等
を
も

修
め
、
「
其
の
時
代
の
全
知
識
に
通
罰
す
る
」
基
礎
は
置
か

れ
た
。
そ
し
て
我
々
は
此
に
、
彼
の
後
年
の
獲
展
に
全
く

異
れ
る
方
面
に
於
て
決
定
的
な
影
画
を
與
へ
淀
一
一
人
の
名

を
雪
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
羅
馬
法
王
の
使
節
ユ
ー
リ

ア
ー
ン
・
チ
ェ
ザ
リ
ニ
ご
自
四
然
科
㎝
學
者
パ
ォ
ロ
・
ト
ス
ヵ
ネ

リ
。
彼
の
激
甚
に
於
け
る
活
動
は
全
然
前
者
の
勤
誘
ご
庇

護
ご
の
下
に
行
は
れ
た
。
叉
鋤
の
自
然
科
學
方
面
に
於
け

一
　
二

る
研
究
は
主
こ
し
て
後
者
の
奨
画
ご
共
學
ε
の
下
に
な
さ

れ
た
。
一
四
二
四
年
、
彼
は
僅
か
に
二
十
三
歳
の
若
年
を

以
て
法
難
士
（
q
。
9
霧
q
。
9
簿
9
妻
口
唇
）
の
稻
號
を
得
淀
Q
同

國
人
を
遙
か
に
凌
駕
し
た
多
方
面
の
澱
養
を
得
て
彼
は
濁

逸
に
蹄
っ
だ
。
彼
は
伊
太
利
に
於
て
誓
え
て
居
た
科
學
的

澱
養
を
修
得
し
て
、
其
を
胤
國
に
移
植
し
た
最
初
の
人
ご

言
は
れ
る
Q

　
”
臨
本
來
に
≧
8
ざ
筋
Ω
一
調
℃
葬
Ω
≒
毛
茸
ほ
囚
琵
）
澱
の
方
言
。

　
．
…
三
、
其
故
に
、
ズ
一
8
目
9
蕊
ρ
勇
茎
㎝
或
ぽ
峯
簿
O
H
睾
も
。
く
O
コ
囚
琴
⑳
定
呼
ば
れ

　
る
O
併
し
、
客
ぐ
O
昌
O
ロ
鶏
ほ
無
意
昧
で
あ
る
O
国
邑
（
0
7
0
ワ
簿
ω
．
い

　
蓼
照
Q

　
館
國
後
、
彼
は
マ
イ
ン
ッ
に
辮
護
士
こ
し
て
定
住
し
た

併
し
法
律
家
こ
し
て
の
経
歴
は
甚
だ
短
か
っ
た
。
最
初
の

訴
訟
に
手
綾
の
不
備
の
た
め
に
敗
訴
し
た
若
き
學
士
は
、

甚
だ
し
く
嫌
厭
を
戚
じ
て
彼
の
職
業
を
導
け
る
こ
ご
を
断

念
し
た
。
彼
は
、
其
の
當
時
に
於
て
は
最
高
の
榮
審
が
存

・
す
る
ご
考
へ
ら
れ
た
郷
画
歴
に
向
つ
た
〇
　
一
四
二
入
年
、
彼

は
僑
職
に
就
い
た
の
で
あ
る
。
ひ
と
は
、
彼
も
亦
名
舞
域
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の
旺
盛
な
〃
、
矛
i
サ
r
ン
ス
人
で
あ
り
、
そ
し
て
澱
會
ご

僧
職
ご
は
、
男
時
に
於
て
は
、
量
俗
的
活
動
の
舞
台
ご
手

段
ε
で
あ
っ
た
こ
ご
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
豊
か

な
数
養
ご
力
強
い
説
激
ご
に
よ
っ
て
間
も
な
く
顯
職
に
累

進
し
た
。
一
四
三
一
年
、
激
會
の
根
本
的
改
革
を
逐
行
せ

ん
ε
す
る
バ
ー
ぜ
川
の
宗
敷
評
議
（
一
四
三
一
一
四
九
年
）

が
開
か
れ
だ
り
法
王
オ
イ
ゲ
ー
ン
四
世
か
ら
會
議
の
主
宰

ご
管
理
ご
を
委
任
さ
れ
て
居
た
奮
師
ユ
ー
リ
ア
ー
ン
・
チ

ェ
ザ
ソ
ニ
に
招
か
れ
て
、
彼
は
其
に
参
加
し
た
。
彼
は
大

規
模
の
改
革
案
を
超
草
し
て
、
其
を
「
カ
ト
ソ
ク
王
統
｝
」

へ
U
㊦
0
9
日
o
o
廷
§
け
㌶
o
碧
ロ
。
宝
島
翠
U
ω
＼
ω
と
こ
い
ふ
書
に

書
き
下
し
た
。
既
に
此
の
最
初
の
著
作
に
於
て
、
彼
の
、

陰
魁
な
中
世
的
思
想
か
ら
脱
し
た
明
澄
、
純
輝
な
近
代
的

精
紳
ご
、
総
て
の
外
的
敬
度
を
斥
け
内
心
的
難
度
を
重
じ

る
態
度
ご
が
現
れ
て
居
る
。
此
の
如
き
精
聯
か
ら
、
彼
は

法
王
一
」
冨
廷
に
濃
る
利
欲
纈
、
配
慣
職
階
級
を
支
配
す
る
不
徳
ご

無
芳
養
ざ
を
痛
烈
に
非
難
し
た
。
彼
は
法
王
に
謝
し
て
宗

　
　
　
　
ニ
ー
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
〃
サ
ー
ヌ
ス

聖
業
議
の
財
力
を
辮
護
し
、
其
に
よ
っ
て
有
効
な
改
革
事

業
を
途
難
し
、
澱
會
の
普
遍
的
統
一
を
成
就
し
よ
う
ご
企

て
た
。
又
此
の
會
議
に
際
し
て
有
名
な
「
暦
の
修
正
」
（
U
①

蚕
∪
鴛
聾
○
器
。
巴
①
【
凱
霞
囲
圃
曾
ぶ
ω
ひ
）
の
著
さ
れ
た
こ
ご
が
記

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
併
し
や
が
て
宗
教
會
議
の
内
部
に

分
裂
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
其
は
其
の
権
威
を
失
墜
せ
し

め
、
其
の
改
革
事
業
を
防
げ
だ
。
彼
は
最
初
は
宗
…
教
會
議

の
力
張
い
擁
護
者
で
あ
っ
た
が
、
今
や
其
の
総
て
の
有
効

な
事
業
を
不
可
能
に
す
る
分
裂
を
眼
前
に
見
て
、
突
然
法

王
蕪
に
移
っ
た
。
（
一
四
三
七
年
）
ひ
ご
は
此
の
如
き
…
愛
節

ご
も
言
ふ
べ
き
行
爲
を
理
解
す
る
に
苦
し
む
で
あ
ら
う
。

併
し
、
其
に
は
探
る
利
己
的
な
動
機
が
存
し
て
居
た
ビ
は

考
へ
ら
れ
な
い
。
恐
ら
’
＼
彼
の
中
に
存
し
て
居
た
全
西

欧
敷
會
の
統
「
の
、
進
ん
で
は
羅
馬
敷
會
ご
希
臓
駿
會
ご

の
融
合
の
理
想
が
、
其
を
實
現
し
得
る
ご
考
へ
ら
れ
た
法

王
蕪
に
彼
を
駆
つ
π
の
で
あ
ら
う
。
彼
は
ユ
ー
ソ
ア
ー
ン
・

チ
ェ
ザ
リ
ニ
に
よ
っ
て
法
王
に
堆
薦
さ
れ
、
や
が
て
羅
馬
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
こ
二
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哲
學
研
究
　
　
第
百
山
ハ
十
点
ハ
號

駿
會
ご
希
臓
激
會
ご
の
協
調
こ
い
ふ
使
命
を
帯
び
て
コ
ソ

ス
タ
ン
プ
ィ
ノ
ー
ペ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
。
彼
の
同
地
滞
留

（
「
四
三
七
－
三
入
年
）
に
就
い
て
は
、
我
々
は
島
町
な
が

ら
知
る
所
が
少
い
。
併
し
此
に
記
さ
れ
る
べ
き
は
、
彼
の
希

怪
文
書
の
探
究
ご
多
く
の
回
激
徒
ε
の
交
渉
で
あ
る
。
蹄

國
後
も
彼
は
依
然
多
忙
な
敷
會
的
活
動
を
績
け
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
興
行
さ
れ
て
居
た
バ
ー
ゼ
ル
の
宗
敢
會
議
の

長
老
蓬
は
オ
イ
グ
ー
ン
四
書
を
磨
し
ょ
う
ご
企
て
た
。
ア

マ
暫
デ
ー
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
。
ザ
ー
ヅ
オ
イ
エ
ン
が
反
立
法
王

に
邊
ば
れ
た
。
彼
は
法
王
の
使
節
こ
し
て
、
オ
イ
ゲ
ー
ン

の
危
き
地
位
を
救
は
ん
が
た
め
に
、
マ
イ
ン
ツ
、
ニ
ュ
ル

ン
ベ
ル
ク
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
等
の
議
會
を
訪
れ
た
。
雷

撃
彼
は
、
後
の
法
王
エ
ネ
ア
。
シ
ル
ヴ
イ
オ
．
ピ
コ
ロ
、
、
、
二

の
書
簡
に
見
え
る
如
く
、
「
オ
イ
グ
ー
ン
窯
の
ヘ
ル
タ
ー
レ

ス
」
で
あ
っ
π
○
そ
し
て
「
深
き
激
養
ご
経
験
ご
を
有
す
る

彼
が
優
れ
た
才
能
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
此
の
如
き
闘
璽
渦

中
に
隔
っ
た
こ
ざ
は
悲
し
む
べ
き
こ
ご
で
あ
る
O
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

　
や
が
て
、
ク
ナ
ー
ヌ
ス
の
友
ト
ー
マ
ス
・
ブ
ル
ッ
ァ
ノ

ー
が
二
ー
コ
ラ
ー
ウ
ス
五
世
こ
し
て
法
王
に
選
ば
れ
た
Q

既
に
オ
イ
グ
ー
ン
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
て
居
た
彼
の
昇
…
進

は
實
現
さ
れ
、
ク
サ
ー
ヌ
ス
は
「
繋
縛
の
ペ
テ
ロ
」
（
℃
o
霞
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
ヂ
ィ
ナ
ぎ
ル

貯
く
ぎ
〇
三
繭
ω
）
こ
い
ふ
稻
號
を
以
て
急
激
に
進
ん
だ
二

四
四
八
年
）
其
は
同
時
代
の
歴
史
家
の
言
に
從
隔
へ
ば
、
濁

母
人
に
ご
つ
て
は
「
自
き
烏
よ
り
も
稀
な
」
榮
轡
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
シ

押
出
後
に
は
、
彼
は
プ
ィ
ー
ロ
ー
ル
の
ブ
ヲ
ク
ぜ
ン
の
司

ヨ
フ漱

に
任
命
さ
れ
た
。
（
一
四
五
〇
年
）
彼
の
激
會
改
革
運
動

は
始
ま
っ
た
。
彼
も
亦
後
に
ル
ッ
テ
ル
が
さ
う
で
あ
る
や

う
に
外
的
な
儀
灘
に
で
は
な
く
し
て
、
内
的
心
情
ご
其
か

ら
蒸
す
る
行
爲
と
に
眞
の
信
仰
の
基
礎
を
畳
い
た
。
何
等

の
激
會
の
儀
容
も
な
し
に
、
た
や
銀
の
十
宇
架
を
彼
の
顯

職
の
し
る
レ
こ
し
て
、
彼
は
乳
型
及
び
二
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

に
族
溢
し
た
。
此
の
改
革
運
動
の
族
は
、
言
は
や
凱
旋

行
列
で
あ
り
今
や
彼
は
権
力
の
頂
上
に
立
っ
て
居
た
。
併

し
彼
が
監
督
管
匠
に
臨
つ
た
こ
き
に
は
、
暗
雲
が
彼
の
前
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途
に
塗
れ
こ
め
て
居
た
。
彼
は
此
に
「
人
の
力
卜
い
反
蜀

者
に
逢
っ
た
。
彼
は
単
管
の
虚
構
へ
の
隷
薦
ご
い
ふ
主
張

の
下
に
ク
イ
ー
ロ
ー
ル
の
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
公
か
ら
君
臣
の

誓
を
要
求
し
た
。
併
し
大
公
は
司
教
を
官
中
牧
師
こ
し
て

待
遇
す
る
に
慣
れ
て
居
た
。
衝
突
は
免
れ
な
か
っ
た
。
其

は
ク
ず
ー
ヌ
ス
の
晩
年
を
辛
か
ら
し
め
た
あ
の
写
し
な
き

不
楡
快
な
闘
事
に
導
い
た
。
此
の
長
年
の
爾
ひ
の
た
め
に

彼
は
管
逓
を
遠
く
離
れ
て
伊
太
利
に
住
ま
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

　
兎
角
す
る
中
に
彼
の
奮
友
田
ネ
ァ
・
シ
ル
ヅ
イ
オ
・
ピ
コ

ロ
ミ
ニ
が
ピ
ー
ウ
ス
ニ
世
ご
し
て
法
王
の
位
に
吝
い
た
。

彼
の
主
要
努
力
は
、
勿
論
深
い
宗
激
的
動
機
か
ら
で
な
か

っ
た
だ
ら
う
が
、
全
欧
の
諸
構
力
の
援
助
を
得
て
、
新
に

十
字
軍
を
起
す
こ
ご
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
ピ
ー
ウ
ス
が
其

を
計
書
し
て
居
る
問
に
ク
ナ
ー
ヌ
ス
は
亙
る
十
字
軍
、
勿

論
精
脚
的
な
十
字
軍
を
企
て
、
居
た
。
彼
は
前
述
の
コ
ン

ス
タ
ン
タ
イ
ノ
ー
ベ
ル
滞
留
時
代
の
研
究
に
基
い
て
コ
ー

二
喜
コ
ラ
甚
ウ
ス
。
ク
サ
ー
ヌ
ス

ラ
ン
を
批
評
し
た
Q
（
O
①
σ
臨
酵
舞
9
δ
と
O
ロ
O
門
司
三
・
心
急
図
）

又
「
信
仰
の
黒
和
（
U
o
審
8
u
・
o
二
〇
9
8
0
a
ρ
忌
9
箆
Φ
凶
ニ

ホ
と
な
る
書
に
於
て
彼
は
総
て
の
1
3
ク
マ
を
除
去
し
た
純

粋
の
内
心
的
信
仰
を
樹
立
し
総
て
の
國
民
を
、
両
欧
入
を

も
ユ
ダ
ヤ
人
を
も
ト
ル
コ
人
を
も
包
容
す
る
宗
激
に
到
達

し
よ
う
ご
試
み
た
Q

　
．
…
．
此
の
如
き
理
性
宗
教
定
も
目
口
ふ
べ
き
野
田
遍
的
宗
敏
の
樹
立
の
試
み
に
就

　
い
て
溢
意
す
べ
き
こ
ぜ
に
、
〃
サ
ー
ヌ
ス
が
其
た
現
實
宗
教
の
彼
方
に
で

　
に
な
く
し
て
正
し
く
理
解
さ
れ
た
墓
督
教
其
の
も
の
の
中
に
求
め
れ
こ
ピ

　
で
あ
る
。
野
簿
。
詳
。
℃
．
。
F
¢
お
塗
照

　
當
時
の
民
国
国
界
の
二
大
中
心
人
物
ピ
ー
ウ
ス
ご
ク
サ

ー
ヌ
ス
ご
に
よ
っ
て
、
馬
堀
の
｝
般
的
改
革
の
計
書
が
進

め
ら
れ
て
居
た
ら
し
い
。
若
し
此
の
計
書
が
實
現
さ
れ
た

’な

轣
A
そ
し
て
其
は
し
か
容
易
く
は
實
現
さ
れ
な
か
っ
た

．
で
あ
ら
う
が
、
近
世
の
歴
史
は
恐
ら
く
他
の
経
過
を
ビ
つ

た
で
あ
ら
・
λ
o
何
こ
な
れ
ば
レ
フ
ォ
ル
マ
一
、
7
イ
オ
ー
ソ
の

機
縁
こ
な
つ
だ
算
盤
の
不
法
は
疾
っ
く
に
除
去
さ
れ
て
居

た
で
あ
ら
う
か
ら
。
併
し
一
四
六
四
年
入
月
十
一
日
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
五
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哲
學
研
究
第
百
六
十
六
號

は
ウ
ム
ブ
ソ
エ
ン
の
ト
デ
ィ
な
る
流
売
地
で
逝
い
π
。
四

日
後
に
ピ
ー
ウ
ス
も
亦
彼
の
後
を
追
っ
た
ρ
其
精
神
が
自

ら
の
時
代
を
蓬
か
に
超
越
し
た
墨
入
の
先
騙
者
は
時
代
の

歩
み
の
あ
ま
り
に
緩
い
の
に
堪
へ
難
く
し
て
途
に
時
其
の

も
の
を
離
れ
て
彼
等
の
進
路
を
急
い
だ
ら
し
い
。
ク
ナ
ー

ヌ
ス
は
羅
馬
の
セ
ン
ト
・
ペ
テ
ロ
・
イ
ン
・
ヰ
ン
ク
リ
ー
ス

に
葬
あ
れ
た
。
そ
し
て
彼
の
心
臓
は
彼
の
郷
里
ク
エ
ス
に

建
て
ら
れ
、
彼
の
隣
人
愛
の
表
徴
こ
い
は
れ
る
救
濟
院
の

激
會
の
土
賞
窪
に
牧
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
（
二
）

　
二
i
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
の
哲
學
説
を
、
殊
に

其
の
異
れ
る
諸
相
を
激
科
書
的
思
子
の
型
式
に
強
ひ
る
こ

ご
な
し
に
、
彼
の
著
作
的
活
動
の
時
期
を
士
別
し
つ
、
、
彼

の
内
的
歴
史
の
獲
展
を
跡
付
け
よ
う
ご
す
る
ご
き
、
考
察

は
先
づ
彼
の
一
四
四
〇
年
の
著
作
「
無
知
の
知
に
就
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

（
U
①
q
o
o
邸
茜
6
霞
暮
β
）
ご
［
、
假
定
に
就
い
て
L
（
U
O
o
O
亨

一
Φ
9
琴
芭
ご
か
ら
・
出
撫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
書
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

同
年
に
完
結
し
、
同
唱
道
、
彼
の
友
に
し
て
庇
護
者
な
る

主
敢
ユ
ー
ソ
ア
ー
ン
・
チ
ェ
ザ
ソ
ニ
に
捧
げ
ら
れ
て
居
る

其
は
、
彼
の
哲
學
の
最
初
の
、
勿
論
確
定
的
で
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ホ

完
結
し
た
磯
系
、
帥
ち
h
無
知
の
知
」
の
膿
系
を
與
へ
る
。

．
　
、
　
、
此
の
書
に
就
い
て
に
、
累
・
○
‘
U
。
琴
b
o
〔
冨
目
σ
q
き
§
蕊
ρ
・
甫
。
欝
。

　
ピ
簿
冒
0
8
⇒
＝
o
ε
〔
需
℃
曾
菊
。
俘
勉
・
（
Ω
p
器
幽
。
圃
二
〇
｝
『
㎞
出
。
。
。
0
3
一
冒
6
9
『

　
碁
v
図
H
区
）
同
O
誌
に
振
り
、
二
種
の
猫
課
、
即
ち
冥
・
ρ
り
く
。
ヨ
ノ
煮
湊
。
＝

　
（
｛
＄
裟
凶
。
】
旨
言
器
魯
ジ
⇔
ぴ
。
筋
象
磐
拓
F
緊
｛
5
プ
ぞ
。
歩
く
。
諏
卜
ω
o
ゴ
邑
P
ぢ

　
お
ぜ
箭
掲
シ
ヤ
ル
プ
フ
の
「
濁
課
ま
要
著
作
集
」
定
を
参
照
し
カ
Q

　
・
…
・
（
・
谷
。
。
臼
圃
σ
q
コ
。
箋
皆
…
＆
に
、
字
義
通
り
に
に
「
學
識
あ
ろ
無
知
」
（
自
塁

　
箆
。
｝
洋
①
と
。
罫
募
m
。
己
ミ
諜
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
併
し
今
ほ
假
に

　
在
來
の
構
呼
に
從
っ
て
「
無
知
の
知
」
（
島
。
1
＜
一
澆
㊦
蕊
。
ぎ
㌘
（
ぎ
醜
裟
ざ
一
子

　
！
く
翼
O
塁
）
定
謬
し
て
置
く
O

　
二
三
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
ク
サ
ー
ヌ
ス
の
問
題
は
、
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
的
表
現
に
よ
れ
ば
、
「
紳
ビ
燈
界
ご
の
認

識
」
で
あ
っ
た
。
併
し
、
其
は
、
彼
に
ご
つ
て
長
年
解
き

難
い
謎
で
あ
っ
た
。
満
…
足
す
べ
き
解
決
を
彼
は
先
人
に
も

又
彼
自
ら
に
も
見
出
す
こ
ご
が
出
來
な
か
っ
た
。
下
る
に

偶
々
希
臓
か
ら
の
館
途
航
海
中
に
、
其
は
「
四
三
入
年
の
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初
で
あ
っ
た
ら
う
、
彼
は
罹
る
新
な
根
本
思
想
に
到
達
し

た
。
師
ち
、
紳
の
蕪
戚
に
よ
る
ご
彼
は
信
じ
る
が
、
不
朽

の
眞
理
に
就
い
て
の
人
間
の
知
識
を
超
越
す
る
こ
ご
に
よ

っ
て
、
我
々
に
ご
つ
て
不
可
解
な
も
の
を
不
可
解
的
に
「
無

知
の
知
」
に
於
て
理
解
し
よ
う
ε
企
て
る
に
至
つ
だ
。

（岡

j
O
q
O
o
冨
戯
コ
。
け
勺
2
、
○
舞
δ
）

　
「
無
知
の
知
」
な
る
概
念
は
勿
論
二
ー
コ
ラ
ー
ウ
ス
・
ク

サ
ー
ヌ
ス
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ル
は

其
の
歴
史
的
登
展
を
（
一
）
基
督
激
的
古
代
に
於
て
は
ア
ウ

グ
ス
ー
プ
ィ
ー
ヌ
ス
、
プ
ソ
イ
“
ト
！
・
一
ア
ィ
ー
オ
ー
ニ
ュ
ー
シ

ウ
ス
、
（
二
）
中
世
に
於
て
は
ボ
ナ
ヅ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
其
他
の

夢
野
家
に
求
め
て
居
る
Q
そ
し
て
ク
サ
ー
ヌ
ス
が
其
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

彼
の
敬
愛
す
る
ア
ウ
グ
ス
ラ
ィ
ー
ヌ
ス
か
ら
得
た
こ
ご
は

彼
自
ら
が
如
何
言
は
う
ご
、
殆
ざ
確
か
で
あ
る
。
尤
も
彼

等
は
皆
、
紳
の
認
識
に
関
す
る
限
に
於
て
の
み
「
無
知
の

　
　
　
　
　
ぜ
　
り
　
ハ

知
」
を
語
っ
た
。
併
し
彼
は
此
に
止
ら
す
に
、
遙
か
に
廣

い
範
園
に
亙
っ
て
其
を
語
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
・

二
ー
コ
ラ
馨
ウ
ス
。
〃
サ
B
ヌ
ス

　
．
…
．
］
ド
d
ぼ
脚
ゐ
2
，
り
じ
。
「
切
捲
翫
南
儀
o
o
9
侭
箒
。
溜
p
三
貯
一
話
。
唾
。
ぎ
衆
㈹
＄
窪
一
9
口
［
B

　
＝
o
び
。
＝
国
露
鼠
。
冠
F
一
寓
㏄
・
k
ピ
．
o
㌶
〈
門
（
ご
，
0
2
0
ぼ
9
詳
。
　
（
躍
一
．
憎
露
一
〇
8
且
島
9

　
ゆ
α
●
．
＜
目
H
．
囲
◎
◎
O
い

　
、
　
．
．
…
”
彼
ほ
、
「
ロ
マ
人
へ
の
書
」
第
八
章
第
二
十
六
節
の
バ
ゥ
ロ
の
言
を
解
繹

　
す
る
に
際
し
て
言
ふ
「
我
々
に
我
々
が
求
め
う
も
の
が
荏
在
す
ろ
こ
ピ
な

　
知
る
、
俳
し
其
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
に
知
ら
な
い
。
其
故
我
々
に

　
は
、
言
に
ば
実
る
ド
ク
タ
・
イ
グ
ノ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
在
す
る
。
併
し
其
匡

　
我
々
の
弱
き
た
助
け
給
ふ
帥
の
御
鍵
に
よ
っ
て
数
へ
ら
れ
六
の
で
あ
’
る
◎

　
（
図
珍
。
「
e
Q
o
貯
嵩
。
び
尻
臼
匿
一
Φ
匙
鍵
ぎ
　
9
象
Ω
＝
冨
》
山
o
o
斤
彩
一
σ
q
＝
o
罠
暮
㌶
》
も
謄
①
焦

　
自
o
o
9
遇
7
，
蒼
一
自
。
♂
ρ
三
p
匙
葺
奉
酔
『
牙
琶
一
3
〔
⑦
ヨ
＝
o
答
§
ロ
】
「
）
｝
賃
臓
屋
晋
蔦

　
園
で
騨
r
獅
島
ぎ
，
o
σ
畔
ヨ
●
（
ヒ
　
凹
㈹
露
ρ
型
U
．
×
擁
匿
頃
H
・
国
ワ
H
ω
O
）
o
’
巖
鷺
。
。
．

　
”
一
”
．
互
、
其
に
彼
等
に
於
て
櫨
纏
て
の
理
性
酌
認
識
た
超
越
す
ろ
否
除
外
す
ゐ

　
最
高
の
窮
極
の
榊
の
捕
捉
で
あ
っ
た
。
其
に
最
高
の
學
識
定
無
知
の
意
識

　
定
の
深
厚
な
赫
合
で
あ
っ
カ
。

　
「
無
知
の
知
に
就
い
て
』
二
憲
は
総
て
の
入
間
の
研
究
の

封
象
を
包
含
す
る
。
我
々
は
絶
封
的
最
大
者
、
紳
を
た
や
不

可
解
的
に
の
み
理
解
す
る
こ
ご
が
出
　
濁
る
。
，
何
こ
な
れ
ぱ

其
は
事
物
の
性
質
を
聴
せ
す
、
我
々
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
畠

る
総
て
の
も
の
を
超
越
す
る
か
ら
。
其
は
一
言
で
言
へ
ば

無
限
的
眞
理
で
あ
る
○
無
限
者
ビ
有
限
者
こ
の
聞
に
は
何

等
の
醐
係
が
存
し
な
い
Q
帥
ち
耳
玉
的
最
大
者
は
我
々
が

二
七



ユエ8

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
　
第
百
六
十
・
六
號

其
を
理
解
し
得
る
に
は
あ
ま
り
に
大
で
あ
る
Q
（
ご
σ
・
ピ

（
§
ワ
亭
）
次
に
総
て
の
有
限
的
存
在
者
は
其
の
存
在
を
絶
醤

者
に
負
う
て
居
る
。
後
者
は
前
者
の
原
因
で
あ
り
、
根
糠

で
あ
る
。
而
る
に
絶
樹
者
の
認
識
が
不
可
能
で
あ
る
限
、

其
に
依
存
す
る
有
限
的
存
在
者
、
そ
し
て
其
の
全
膿
で
あ

る
具
心
的
最
大
者
、
世
界
も
亦
不
可
認
識
的
で
あ
る
。
其
故

我
々
に
は
此
に
於
て
も
亦
、
我
々
の
理
解
を
超
え
て
或
る

無
知
に
激
て
學
識
あ
る
こ
ビ
が
相
癒
は
し
い
で
あ
ら
う
。

（H

ﾚ
℃
蜜
○
皆
口
○
ご
久
成
程
、
我
々
は
確
か
に
側
…
造
主
ご
被
造

物
ご
の
間
に
は
、
睡
る
因
果
關
係
が
存
す
る
の
を
知
っ
て

居
る
、
併
し
其
を
完
全
理
解
す
る
こ
ε
は
出
來
な
い
。

（一

g
．
N
．
）
我
々
は
此
の
關
係
を
包
含
ご
展
開
（
0
9
ゴ
℃
奇
9
怯
。

象
①
巷
腎
駐
○
）
ご
考
へ
て
も
、
叉
も
や
此
の
過
程
を
完
全

に
洞
見
す
る
こ
ご
の
出
際
な
い
の
を
告
白
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
Q
（
舜
ω
し
最
後
に
「
絶
繕
言
且
具
懸
絶
最
大
者
」
、

基
督
が
論
せ
ら
れ
る
。
其
は
被
造
物
で
あ
る
瀞
こ
し
て
、

創
造
主
で
あ
る
被
造
物
ご
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

の
如
き
こ
ご
は
勿
論
我
々
の
有
限
的
悟
性
の
及
ぶ
所
で
は

な
い
。
（
H
同
軸
・
　
団
暦
日
O
幽
ρ
甑
O
）

　
如
上
に
よ
れ
ば
「
知
」
は
言
は
や
「
無
知
」
で
あ
る
。
（
ω
o
ぎ

。
。
・
け
蔭
6
腎
程
。
．
目
●
h
）
知
識
は
、
遣
る
不
確
か
な
も
の
を

罵
る
書
下
さ
れ
た
確
か
な
も
の
ご
比
較
す
る
こ
ご
に
よ
っ

て
起
る
。
其
は
攣
る
關
係
に
よ
る
比
較
で
あ
る
。
其
の
故

に
、
無
限
者
は
無
限
者
こ
し
て
総
て
の
關
係
を
脱
す
る
が

故
に
、
不
可
知
的
で
あ
る
。
叉
血
膿
三
滝
象
の
正
確
な
比

較
、
知
ら
れ
た
も
の
ご
知
れ
な
い
も
の
ビ
の
完
全
な
一
致

其
は
人
間
悟
性
の
到
達
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
其
の
故

に
、
古
の
聖
賢
達
が
言
っ
た
や
う
に
、
我
々
は
知
ら
な
い

こ
い
ふ
こ
ご
以
外
に
は
何
も
知
ら
な
い
、
総
て
の
事
物
は

困
難
で
、
言
語
を
以
て
説
朋
さ
れ
な
い
、
遣
ハ
埋
は
生
き
こ

し
生
け
る
も
の
、
眼
に
懸
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
し
か

の
み
な
ら
す
、
自
然
に
最
も
明
か
に
存
す
る
事
物
さ
へ
、
太

陽
を
見
よ
う
ご
す
る
授
受
の
や
う
に
我
々
を
手
こ
づ
ら
せ

る
。
併
し
認
識
の
欲
求
は
徒
に
我
々
に
存
す
る
の
で
は
な
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い
か
ら
、
我
々
は
知
ら
な
い
ご
い
ふ
こ
ご
を
知
ら
う
ご
欲

す
る
。
（
回
）
O
ω
一
匹
①
吋
9
一
d
虹
の
　
ω
O
貯
Φ
　
旨
O
ψ
　
闘
σ
c
，
P
O
一
，
餌
吋
Φ
．
）
若
し
此
を

完
全
に
成
就
す
る
な
ら
、
我
々
は
「
無
知
の
知
」
に
到
達
す

る
。
そ
し
て
人
間
は
、
如
何
に
知
識
を
求
め
て
も
、
山
里

ら
の
無
知
を
最
も
よ
く
知
る
ご
き
程
、
完
全
な
知
識
に
到

達
す
る
こ
ご
は
出
駕
な
い
。
そ
し
て
、
ひ
ご
は
目
ら
の
無

知
を
よ
く
知
れ
ば
知
る
程
、
惚
々
多
く
の
知
識
を
得
る
で

あ
ら
う
0
（
H
．
H
●
）

　
併
し
正
確
な
眞
理
が
理
解
さ
れ
る
こ
ご
の
鵠
來
な
い
の

は
、
窮
極
に
於
て
次
の
如
き
こ
ご
に
よ
る
の
で
あ
る
。

帥
ち
其
は
、
よ
り
多
く
も
よ
り
少
く
も
な
い
或
る
不
可
分

的
統
一
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
鼠
ハ
理
は
、
其
自
ら
眞
理
で

な
い
何
物
に
よ
っ
て
も
正
確
に
理
解
さ
れ
る
こ
ご
は
出
來

な
い
。
例
へ
ば
、
其
本
質
が
不
可
分
的
統
一
に
存
す
る
圓

が
、
圓
で
な
い
圖
形
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
な
い
や
う
に
。

其
故
眞
埋
で
な
い
我
々
の
理
性
は
、
眞
理
を
、
其
が
無
限

に
よ
り
正
確
に
理
解
さ
れ
る
こ
ご
の
出
來
な
い
程
正
確
に

　
　
　
　
二
書
コ
ラ
ー
ウ
ス
。
〃
サ
ー
ヌ
ス

は
決
し
て
理
解
す
る
こ
ご
は
出
町
な
い
。
我
々
の
理
性
の

眞
理
に
封
ず
る
關
係
は
、
多
角
形
の
圓
に
豊
す
る
が
如
き

開
係
で
あ
る
。
多
角
形
は
、
多
く
の
角
を
有
す
れ
ば
有
す

る
程
、
拳
々
圓
に
近
似
す
る
。
併
し
假
令
、
角
を
無
限
に

多
く
し
て
も
、
其
が
圓
ご
同
一
化
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

圓
に
等
し
く
は
な
ら
な
い
。
其
故
に
我
々
は
明
か
に
、
眞

理
に
就
い
て
は
た
い
其
が
あ
る
が
如
く
正
確
に
は
理
解
す

る
こ
ご
が
出
　
來
な
い
こ
い
ふ
こ
ご
を
知
る
の
み
で
あ
る
。

眞
理
は
、
其
が
あ
る
よ
り
は
多
く
或
は
少
く
あ
る
こ
ご
の

幽
來
な
い
必
然
性
で
あ
る
、
我
々
の
理
性
は
可
能
性
で
あ

る
。
事
物
の
本
質
、
存
在
者
の
眞
理
は
、
其
の
純
粋
性
に

於
て
は
、
到
達
す
る
こ
ご
が
幽
來
な
い
。
総
て
の
哲
學
者

は
其
を
探
究
し
よ
う
ご
試
み
た
が
、
何
人
も
其
が
あ
る
如

く
に
は
見
出
さ
な
か
っ
た
。
併
し
我
々
は
、
此
の
無
知
に

就
い
て
よ
く
・
知
れ
ば
知
る
二
期
々
眞
理
そ
の
も
の
に
近
づ

く
で
あ
ら
う
。
（
H
●
ω
●
）

　
”
叩
髄
庇
に
我
々
匡
、
一
調
哲
學
以
來
傳
統
的
な
「
等
し
き
も
の
に
等
し
き
も

　
の
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
」
ビ
い
ふ
思
想
為
．
見
る
こ
ミ
が
出
來
る
。
（
未
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
九


